
’’無料施設を利用して

1
2の
近
く
に 、
市
立
図書
館
が
あ

翻
る。
そこ
に
通い
始
め
たの
が 、
学
生

同
時
代
で
あっ
た
か
ら 、

もつ
何年に
な

哩
る
の
だ
ろ
う。
一
時
期 、
その
存
在
す

－

ら窟れ
て
し
ま
っ
たこ
ろ
もあ
っ
た

ヲ 、

主
主
宗
だ
会
ん
島
長

司
す白骨
につ
れ、
必み
聞
か
せ
の本
を
操

、
し
に
出
入
りも
激
し
く
なっ
て
き
た。

ー
その
平供
た
ち

も》悼湿
し 、
今
で

日

は蹄
窓
な本
佐官
選ん
で州っ
てく
る
租

－
成長
し
た。

工

私
は 、

もとや乙本

摘をあ
ま
り
手

三
百
置い
ておく
の
毒ま
ない。
眠

ん
で
もい
ない

会集物をイ
ン
テ
D
ア

H
の
ご
とく
飾っ
て
あ
る
部

忌をみ
て
し

ー
まう
と 、

実さえ寧え
て
し
まう。

胃
住
ん
でい

る人が
会
話の
中
で「
勉
強

し

てるな」

と以え

るλは論

外では

拶AV
が 、
我
が
ヌは
置い

求めるだけ

の余裕もなく 、
置い
て
おく
スベ
t

ス
をえ
も
ない
もの
だ
か
ら 、
回一ト
図
い
の
で
あ
る。
今
の
時
代
に
捨
し
く
無

諮紐い
で
今回
ま
で
芝。

需

品
無

料安利
用
し
ない
人
が

一
人＝一
冊 、

蚤
四
人
会
宇
ニ

多重る

事実
思
う。
ご
の
施
設

冊 、
ニ
開
聞
は
借
り
てい
ら
れる。
そ
は 、
閣に
も・
い
たよ
う
に
市
立
だ
か

の
問 、
読
み

四耐えた
本
は
返
し
に
い
ら 、
私
誌の
税
金
で
ま
か
なっ
て
い

ぎ 、

笠薪
しい
本
を借
り
れば
よ

る。

そう
思
えば 、
もっ

長さ利

ぃ。
佑
りる
手
続
出Cが
簡単
な
の
もい
用
し
たい
もの
だ。

い
しい
ろ
ん
な
分
野
の
本
も誠
め
て
し

顕
泉
税
や
市
民
税 、
固
定
資
鹿
税
等

法
う。
他新
聞
の
読
み
比
べ
も
で
き
・
の
直
接
視の一
見 、

高過ぎ
る

圭Qえ

る。
週
刊誌
や
婦
人
雑
誌の
担の
当
月

思
わ
れる
税
金
を 、
一
円

たり乙も
値

母
は 、
貸し
出
し
禁
止
と
なっ
てい
る

切

らない
で
納
付
踊限
に
は
ち申
ん
と

の
で 、
単
日
時
聞
をつ
くっ
て
で
か
げ
納
め
てい
る
の
で
あ
怒
ら
し
て。

れ
ほ 、
奇
麗
に自
重
さ
と
が
で
窓

孝
之と
益
し
てし
麦
ば 、

税

金

て私
の
情
報
調
介
法っ
てい
る。
開
館

十
時
か
ら
閉
館
六
時
ま
でいつ
で
か
廿

て
もよい
し 、
いつ
帰っ
て
も
良い。

涯
ウン
ウン
忌
犠
包
り 、
冬

は
ストー
ブ
の
は
い
る今
時
珍
しい
旧

館
だ
が 、
岡崎M
m
独特の
雰
囲帽却
を
か

も
し
だ
し 、
利
用
前
のマ
ナー
もい
き

届い
て 、

大商
品7A出
す
人
もい
ない。

凋べ
たい
こ
戸ほ
司S
に
聞
け
は 、
保

すわ
ずら
わ

しさも山引
け
る
とい
う
も

の
だ。こ

れ
ねの
思
泌
を
仙
人
的
に
受
け
る

とい
う
のに
襲
警
支払
う必
還
な

図
官官

館は我が
家
の一フ
イ
プ一フ
DI
と

麦
患っ
てい
る。
こ
れ程
の
馨
の

管
理か
で
を
ない
の
で
市
に
委
託
し
て

い
る
と。
司td
の
方k

も我が
家
の
世

誕
由民み
たい
な
もの
だ
と：
安J
こ
と

に

さkS
り
は
ない。

震 、

図3

く

通りとあ
れば 、・一
事両

得と怠＠

こ
と
は
ま
ち
がい
ない。

税金は生活の安心料
税
金
が
商い
高い
と判明
でいっ
て
み

て
も 、
安
く
なる
も
の
で
は
ない
が 、

生
活
防
衛
の
た
めの
現金
につ
い
ての

知
監
は 、
も
ち

争窓袈～J
F与

い
議
味
選 、

税舎知し
ず喪
廿

身で
あっ
ては
努つ
ない。
何
かの
wv

仙
で
税
金
を

納め過ぎ
た
り 、
医
療
控

除
ゃ 、
住
宅
控
除
の

四店叩併
を忘
れ

て
し
まっ
てい
て
も 、

税務
宮
か
らは

一
切

迫絡はない
の
で
あ
る。
少し
で

主謹一一一
A川
添
一一一
平代V
昭
和二
＋四
霊
月、
大分
墨
表。
大
分

…

…

県立
B
回
三
隈
商
業
高
校
事
業
後、

呉服

関係
の
会
社
に
勤
世田ι
現
在
山

…

は
ニ
児
の
録 。
児
丞
文
学
の
研
究
が
懲
味。

喪
当

な令樹
事
前
めた
ら
あ

hほ私
慌

に 、
い
かに
自
分
に 、
家
族
に
知人
に

遍
元

でぎる

か事考
え
た
方
が
賢明
で

は
ない
だ

受Jか。

こう考
え方
そ改

め

て見漉
す
と 、
g
常
の
すべ
ての
生

活
に
胤
金
の
思
慰
霊
け
てい
る
こ
と

に慣がつ
く。
私
は
視
金
は
生

活を営

むう
え
で

の安心
料
の
よ
う
な
もの
だ

｜百五｜

公共物利用で税金還元

m－g

v忌い
守
薙
さv
きし
て

利
用
し
な
け
れば
捕
とい
ろ
感
覚に
な

っ
て
欲
しい
もの
だ。

こ
の
相度に
実

てし考
と 、
他

の
公
共
施

設も会く
同
期

だと思え
て

し
雪 ．
県 、
市
議
の
行
事
議

会は 、
だい
たい
無料
か
そ
れに
近い

もの
だ。
講師
手枠
ぷ
に
し
て
も 、
も

さ
え 、
私
た
ちの
税
金
か
ら
だ
と
思

－っ
と 、
で
密迄
眠
り
時
聞
をつ
く
り 、

嘉
出
席し
てし
事
つ。
私
慌の
自
分

へ
の
現金
の

還元方法
で
あ
る。
そ
れ

が
ま
た 、
市
側
の 、

常雇
者
側
の
思
わ

炉EI孟
J

E・内コ、

krJH

3唱MM
・－者

剖玄AV
とい
う
の
で
あ
れば 、
国
民
は

増
税
に
応
HU
る
必
要
は全
く
ない。

教育費控除を設けよ
第三
に 、
子供
宴
饗し
てい
ゑ

税
者
に
対
し
て 、
教
育
費
控
除
を
謹

白ド拝供

の学費計を所得から担レ

引
くべ
を
で

ある。

子供
の
学
賞
は年

hA
守的
割に
な
り 、
母
MM
もパ
ー
ト
明h聞

かない
・r支
計
が
や
りく
り
で
を
ない

ヌ
睡

も多くなっ
て
き
てい
る。

早供

の
学
費
は 、

所得
か
Fつ消
え
て
し
審
つ

お
金
で
あ
り 、
控
除
す
る
の
が当
然と

雪
え
き。

棄に
お
い
ては 、
私
学

に
対

玄＠助
成
学

会室
えず 、

教育
慣
控
除
に
よっ
て 、
少し
で
も現

も勉強す
れば 、

税金が
か
えっ
て
皆

た
り 、
安
く
なっ
た
り

すあ事は多
い

も
の
だ

J宇み
す
支
払い
過
ぎ
る

必
要は
ない
の
で
ある。
一
般
に
臼
本

人
は
税
金
に
対
し
て
無
関心

すぎや
の

で
は
ない
だ
λZJ
か。
私
たち
は 、
も

っ
・£制
金
の
内
容
を
知
り 、
議
務
は混

務
で
種
行し 、
受
け
るべ
きこ
と
は
甘

ん
じ

て受け
よ
う
で
は
ない
か。

私
の
知
人
は
「
税
金 、
現
金っ
て
恐

ろ
し
がっ
てい
る
け
ど
も 、

金額は
と

っ
ていっ
て
し
ま
わ
ない
か
ら」
と豪

語
し
てい
る。
税
金
の
知酷
をもっ
て

と
胤っ
て
し
ま
う。

た
だ
の
もの
怠b 、
何で
も取
り寄

せ
て

みよう。

市の広報
紙
は
全
戸 、

もちえ
無
料

配苦dれ
る
が
（
市
民

税
で
ま
かなっ
てい
る
は
ず） 、
県
の

広
報

やPR必は襲窃一
校
に
「
送っ

て
主
Cい」
と＠い
て
投
函

すゑ白

で
毎
月 、
雪
ち
り
と
薄し
てく
れ

る。
お
か
げ
で県
政や県
内の
隅k
で

の
活
掘
を
知
る
こ
とが
で
きる。
こ
の

逝
も 、
こ
の
公
共
施
設
も
私
述
の
税
金

で・3
3 、
と
恕う
と 、
た
か
が
税
金 、

安
い
安
い
とい
う
寅
持
ちに
さ
え
な

t、
2
署長、
，MH←

PP4f
E、
2
－rhg
t・3
、、

，hJ
Eta
－J、・

金
所
得
金額や
内
容

を容易はごま
か
問責で

は
ない
か 。
私
は 、
大
割
削
捜
現

時場宗
主九。

税務
省
の
側
で
も 、
帳

を導
入
す
る
く
らい
な
ら 、
別の
増収

簿
が
蝿出
さ
れてい
ない
と
取
引
先
が

貨
を
替え
れば
よ
い
と
思
う。

領
収
密
護
存
し
てい
れば 、
申
告
内

バ
イ
ト
か
ら
源
泉
徴
収

容
を
チZ
7
ク
す
る
こ
とが
で
を
る

例
えば 、
今
の大
学
生
は
大

変恨手がい襲撃馨し京事場合！な窪を生星雲ド警

に
は 、

申箭内容
を
正
胞
に
チェ
ッ
ク

は 、
家

庭教師
や
強の
ア
ルバ
イ
ト
な

す
る
こ
と
が
で
宮
ない。
従つ
で 、
政

ど
で 、
がっ

ぽりお金
務晶体い
でい
る

治
ま・

績帽子
襲
警
な
極
定
申

がつで
意。
従っ
て 、
一
カ
月
の
お

告
が
必
要な
人
につ
い
て
は 、
正
しい

小遣
い
も 、
一
般
の
サ
ラH21マ
ン
よ

帳
簿

を提出
さ
せ 、
税
務
おは
こ
れを

りはるかに
多
く 、
ぜい

たくな律藷

徹
底
的
に
調
査
す
る
の
が
よ
い。

手弐d

を
し
てい
る。
こ
ん
な
こ

舟pd母直
し

す
れば 、
税
の
京
公

晋多少で
も
起

てお
く
の
は
良
く
ない。

警
か
亀

正
さ
れ

ると思
う。

所得税
を
とっ
て

き少
し
質
調
蓬

第
五
に 、
政
府
は
問
視
の増
収
雷

雲
身
につ
芸
ぜ
て
は
き
か
と出

霊童
＝宇三宇

・・・・・・・・・・回・・・・・・・＝＝＝＝＝＝＝＝ ＝＝＝＝＝＝＝＝ 
宮�

属高｜

見生
ワ
児
時

二ド
高

マEbZ3
3、

rV3
4h

由輩 、税制改蕊についての割高たもの患ってし響。

が
高
まっ
て
窓
てい
る。
私
は 、
現
在

鰐ニ
に 、
脱
税

Aり圭高
とし
て
用
い

の
税
制
につ
い
て大
変京
摘
に
怒っ
て
ら
れや
すい
割
引
金
融
債の
あ
り方
を

い
る。
そ
れは 、
あ
ま
りに
警
察
再
検却
し
て
は
とっ

若っか。
割
引

眉
点
を含
み 、
京公
平
な
制
度
が
全
く

金
般債
は 、
発
行し
てい
る
金
融
犠
聞

包

奮をい

ないからだ。

わ事支店会震い

無撃で賢一

鈍一
に 、
マ
ル
榎制
度
（

少額貯
蓄

す
る
こ
と
が
で

き令
その
よ 、

割引

裳

詩型二差
的に
肇
心
料に
害
義
在 、
源
泉
謀
議

な
く
て
は
い
け
ない。
現在
の
状加
で
一
六%
と
格
安
に
なっ
てい
る。
従

は 、
一
人三
OO
万円
ま
で
の
限
度枠
っ
て 、

所得
混・
法
人税・

相続税・

が
智

珂され
てお
ら
ず 、
金
融糟
閣
を

贈
与
換

の対象となる所得
や
財
盟
で

変
え
れ
ば弔
提
上い
く
ら
で
もマ
ル
優

割引金融債

そ崎入
し 、
どこ
かわ
か

を利用
す
る

ことが
で
をる。
一
時 、

ら
ない
所へ
隠
し

ておけば 、
う
ま
く

すI
Y
カI
V
制
度
議
入
し
て 、

現金
蓋
れる
こ
とが
で
き
か
も
し

マ
ル
俸制
度
を徹
底
的に
管
理
する
こ

れない。
な
ぜこ
の
よう

な簡単
に
所

とが
検討
さ柄
宗 、
結
賄
罪
付に
は

車
ら
な
かっ
た。
一
一部に
は 、
マ
ル
優

制鹿

自体を廃
止
すべ
き
で
あ
る
とい

ろ
m

Nもあ
るが 、
庶
民が一
生
懸命

働い
て貯
め

た貯苔
ま
で
刊川
崎す
る
の

は納得
で
を
ない。
荻
記 、
年
金
で
生

活
し
て

い『念文は 、
わ

ずかな貯
寄

の

利息を闘
しみに
し
てお
り 、
マ
ル

健
制
度は
和制
すべ
きで
ある。
そ
れ

よ的6 、
マ
ル
償制
度
の
服用
そ
防
止

す為

対策そ
ぎえ
た
お
か
好
ま
しい。

私
は
グ
HJ1
ン
カ1
wp
制
の

柿岩も一

法
だ
と

型示 、

霧
奈マ
ル
慢
の

申告窃をもっ
と
厳
し
く
官
躍
すべ
き

だ
と
忠つ。
こ
の
た
めに
は 、
現
務
者

がコ
ン
ピュ
ー
ター
を
導ス
し
て 、
握

出
さ
れたマ
ル
優の
申告
・
を一
在
ず

つ
処
砲
し 、
一
人一一
5
0
万円
を
事
え

た場合に
は 、
本
人
と
その
金
融
機
関

に
通
知
す
る
こ
とに
よっ
て 、

対象と

なる貯也市を

A税扱い
に
すれ
ばよい

わ
げ
だ。
政
涯 、
マ
ル
優制
度
の
軍

用

防止対策とし
て 、
住
民
票や
免詳

必
に
よ
る本
人
砲
認を
金
臨
場
開に
聾

務付け
よ
う
とし
てい
る
が 、
限
度伸

参院廃止など歳出減図れ

得
隠
し
ゃ
援
が
で
芝
羽金
融
債

の

保臼m－Td
め
てい
る
の
か。
こ
の
矛

盾
点をほ

とんどの
人

が認

しき

とし
ない。
開
泉徴
収
で
正
しい
納視

を
し
てい
る
サ
ラ
Dl
マ
ン
諸
氏
に 、

こ
の点
手強
く訴
え
たい
し 、

前割所

得層
に
大
変
有

利な割

引金融
債
は 、

ぜ

ひ膳止
すべ
きで
あ
る
と
思
う。
そ

れに 、

割引料
に
対

する出
掛
も 、
他

の
貯稽
よ
＆

事。れ
てい
る
の
は
ど

弓
考
え
て
もお
かしい
で
は
ない
か。

号 、
政
府
が 、

割引
令
議
室可
の

まま存続させる
こ

とそd
め
てい
く

ならば 、
「
納説者
は 、
ぜい
ぜい
こ

の
割
引
金叫

債務利用
し

て語越
し

を

し望。い
よ」
点目っ
て
い
るの
と

間
監
主
で
ある。
こ
の
きな
こ
と

内砂
の
負
担
串
軽
減
する
こ
と
が
婁
しい

と
号。

主
主
立の
医・
歯
学
部

に

は高祖
の
学

費務徴

収する学艇
が

多hwため 、

教官
費
控
除
は年
間
五
O

万
円
森鴎
度
とし 、

税務
容
は
学
賞
の

領
収
窃
そ穂
留
する
こ
とに
よっ
て控

除額を
認め
てい
け
ば
よ
い。

構
図
に 、
サ
ラH31
マ
ン
以
外
の
人

の
碑
定
申
告
に
お
い
て 、
白
色
申
告
は

廃
止す
べ
き
で
あ
る。
白
色
申
告
で

的
とし

た大期
間
舟崎
の
滅

入をた
び

た

び憤剥し
てい
る
が 、
こ
れに
は紬

対反対
し
たい。
大型
間縄
棋
は 、
低

所
得者
層
に
大
虐
な
負
制が
か
か
り 、

その
隼
活
を圧
迫

させる
ば
か
り
で
な

く 、
一
般
大
衆
の
消
策
窓
欲
を
低
下
さ

ぜ 、
景気
回
境
事前
化

さす命
恐
れが

あ
る。

現状

を考察し
て
も 、
問
慣
は

大
きく
伸
び
てお
A子 、
ア
メHM
カ
を

は
Hυ
め
と
す
る
間
外
国
での
日京
製
品

輸

入制限
な
ど 、
日
本
の
決
釘
そ磁
化

さ
せ
る
型
国
が
増
加
しつつ
あ
る
とい

えよ
う。
そ
こ
で 、
政
府は 、
輸
出
に

依

存す＠8
事
経
済
を 、
内
情
都
大
政

慨
に
よっ
て 、
園
内の

経梼移活
償
化

さ
ぜ 、

－A買
を
好
転

さ廿主
再J
とし
て

い
る。
そ
れな
ら 、

大型

間接税
を
導

ぅ。

ぁ，帝
臨学部
の
学位
は 、
一
カ
月

の吹
庇教
帥
に
よ
るパ
イ
ト
収
入
が十

万円に
も
な
り 、
自
分
が
担当
し
てい

ゑ
塞

が大学
に入
学
し
た
時に

は 、
御
叫
に
自
動
m
ぞ
きっ
た
会

っ
てい
る。
近
ご
る
は 、

小学校
か
ら

受
験
戦
争
が
始
ま
り 、
中・
高
校生
の

ほ
と
ん
どが 、
塾に
通っ
てい
る
か 、

家
庭
教
師
に
教
え

てもらっ
てい
る。

そ
れだ
り 、
教育

鹿捧討

す議盟

が
多
く 、
学
生
のバ
イ
ト収
入に
税
金

を
か廿
て
も当
然で
ある。
税
事
は 、

る。
一
人
で
詑
て
る
£な
る
と一
生
か

かっ
て
も賎
しい

施設も住
民の
担
出

金
（

すなわち借金）

で波
てる
と 、

い
とも
間尚早
に
珂
突の
もの
と口る
の

で
あ
る ・

‘

収支には関心持て
こ
う
畠い
て
み
て 、

当初棋なるも

の
を
タえつ
い
た
人の
掘

の良さ
に
m

AU
レ
て
し
まっ
た。
飛
鳥
時
代の
大
化

の
改新
に新
しい

脱の制度をつ
く
る

とあ
り 、
ずっル
括
馬
台
固
ま
で
き

かの
ぼ
る宙い
制
度
なの
か
も
知
れな

い。

稲作
の
普
奈

生害容九 、
贋

開店業
や
稲
の
貯崎
に
よっ
て 、

hnら
の

抽
岨骨
川口
や官
そもつ
指
が
現れ
た－
」る

か
ら
の
も
のに
温い
ない。
そ
れ
にし

て
も 、
今
次
での

腿史－vk恥n，也っ
て

み
ると 、

判伊断
純の
人hH
が 、
易
刊

を
むさ
ぼっ
た
事例
の

なんと多い
こ

とか。
時
代
が
え
な
に
交わっ
て
も

滋

用する在

が多い
今
日 、
私
た
ち市

民
は
その
収
支
に
もっ
と
聞、心
事録つ

ぺ
を
だ
と
思
う。

知
ら
ず
し
て
摘
す
る
こ
との
多い
現

金
の
こ
と
だ
か
ら
よ

り関心を
も
ち 、

安

心料を支払っ
た
後
は
多
く
の
もの

を
自
分
に
還
元
す
る
こ
とに
努め
現金

に
時
聞
が
生
じ
た
ら
無
料
相
」所
の
現

務
者
に
かけ
込
もう
と
思っ
てい
る。

． 、

uznk、Jrm・－』hL，、
受
掛っ
た
名

家
晶
霊吋
明

告
す
れ
ば 、

税金事長生
か

内源泉位
一

収
す
る
こ
と
が
で
ぎる。

録
後
に 、
税
制
改
革
と
霊
行し
な
が

ら 、
現金
の
無
駄
遣い
も徹
底
的
に
是

手番であるい私空事訴
え
た

い
の
は 、
会
活
協
の
廃
止
で
あ
る。
日

ホ
酎
憲
法
に
お
い
て
は 、
回
全
智
誠の

霊
嘉
手
ぁ 、

長銀
親
書C

れ
てい
る。
し
かし 、

衆謙院の
認
決

が
害
時
院
よ
り
蝿
先
レ
て
お
り 、
4v
a

院
が
なく
て
も 、
圏
全

の運営
に一
面

は
ない
と
mわ
れる。

衆議
院
で
一謹

ぞ
慎
虫に
n
a
し 、
国
政
を
円
滑に
運

営
すれ
ば 、
鰐
駄
な時
間
と
費
用
か
節

約
で
雰也。
惨
議
院の
廃
止
に
よ
り 、

読

一晴院一凶員に対する
報
酬
や 、

AER

柑
舎へ
の
支
出
が
削
減
で
き告。
こ
の

他に
も 、

政治
的

な抽聞紙
に
よっ
て 、

君臨
に
古

地方交
付

金一套い
の

も納得
で
ぎ
ない
し 、
生
活
保
護へ
の

扶
助
か
照
用さ
れてい
為
の

も見逃
し

て
は
怠b
ない。
ま
た 、
大
量
の
陶倒

、
仔

に伴う悶々
闘の
m
加
も 、

合同刊

の
似い

知明…剛

一襲五流
行
する
口
どし

てく
い
止
める
必

嘆があ
る。
そ
れ

に 、
公
務
以此の
削
減や
忠
給
制
度
の

議
室 、

聖

路少なく

する方
法

はい
く
ら
で
もあ
る。
政
府
に
対
し
て

は 、
こ
の
よ
う
な
説
会
の
何
駄
遣い
を

なく
す

改革案
を
碕也
的
に
実
行し
て

。bい
たい
し 、
国
民の
側

も税制
改

諸
に
対
し
て
もっ

と民剣
に
ぎ
ぇ 、
政

府
に
改島
を
何点叫
すベ
室’』
と
号。
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